
利
用
者
の
笑
顔
が
一
番
の
や
り
が
い

　
　
齋
藤
　
俊
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
と
う
　
　
　
　
し

ん
じ

　
ク
リ
エ
イ
テ

ブ
事
業
部
事
業
部
長

　
ス
ペ

ス
大
阪
本
部

支
援
事
業
が
伸
び
悩
み

厚
労省

中
小
へ
の
働
き
方
改
革
推
進

．
％
増
の
２
千

件

建
設
業
の

年
度
障
害
者
雇
用

第
１
四
半
期
は
過
去
最
低

ア
ス
フ

ル
ト
合
材
の
製
造
量

消防庁速報値

前年２倍超の人
７月第一週の熱中症搬送

（１５） 第三種郵便物認可年（令和６年）７月日＜月曜日＞

　
学
生
時
代
に
訪
れ
た
ア

メ
リ
カ
で
シ


ピ
ン
グ

モ

ル
を
見
て

﹁
買
い

物
を
す
る
だ
け
の
場
所
で

は
な
い
﹂
と
感
じ

日
本

で
も
同
じ
空
間
を
つ
く
り

た
い
と
考
え
た

約

年

間
に
わ
た

て

商
業
施

設
の
空
間
プ
ロ
デ


ス

を
手
掛
け
て
き
た

プ
ラ

イ
ベ

ト
で
も
買
い
物
の

傍
ら
で
街
や
人
を
観
察

し

よ
り
良
い
空
間
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
続
け

る


　
商
業
施
設
が
誕
生
す
る

ま
で
に
は

社
内
外
で
多

く
の
人
が
関
わ
る

プ
ロ

ジ

ク
ト
の
リ

ダ

と

し
て
﹁
常
に
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
い
﹂

と
話
す

多
様
な
メ
ン
バ


と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い

考
え
方
を
共
有
し


そ
れ
ら
を
調
和
さ
せ
て
新

た
な
商
空
間
を
生
み
出
し

て
き
た
施
設
の
開
業
時


チ

ム
全
員
で
利
用
者
の

笑
顔
を
見
る
瞬
間
に
一
番

や
り
が
い
を
感
じ
る


　
関
西
拠
点
の
デ
ザ
イ
ン

系
６
団
体
が
加
盟
す
る
大

阪
デ
ザ
イ
ン
団
体
連
合

︵
Ｕ
Ｓ
Ｄ

Ｏ
︶
の
会
長

で
も
あ
る

イ
ン
テ
リ
ア

や
看
板
な
ど

デ
ザ
イ
ン

の
力
で
社
会
課
題
に
向
き

合
う
メ
ン
バ

か
ら
受
け

る
刺
激
を
今
後
の
活
動
に

生
か
し
て
い
く

︵
大
阪

支
局

鈴
木
康
平
︶

　
国
土
交
通
省

　
　
　
　
︵
７
月

日
付
︶

　
辞
職
︵
大
臣
官
房
審
議
官

・
総
合
政
策
局
担
当
︶
井
上

伸
夫
▽
大
臣
官
房
審
議
官


総
合
政
策
局
担
当
︵
大
臣
官

房
付
︶
後
藤
慎
一
▽
大
臣
官

房
付
・
即
日
辞
職
︵
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
理
事
︶
武
井
佐
代
里

▽
辞
職
︵
７
月

日
付
︶


Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
理
事
︵
大
臣

官
房
付
︶
村
上
慶
裕
▽
大
臣

官
房
付
︵
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
理

事
︶
出
口
陽
一
▽
辞
職
︵
７

月

日
付
︶

Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
理
事
︵
大
臣
官
房
付
︶
横

田
玲
子
▽
辞
職
︵
７
月

日

付
︶

静
岡
市
副
市
長
︵
大

臣
官
房
参
事
官
・
宅
地
・
盛

土
防
災
担
当
︶
吉
田
信
博
▽

大
臣
官
房
参
事
官

宅
地
・

盛
土
防
災
担
当
︵
大
臣
官
房

付
︶
田
村
央
▽
辞
職
︵
７
月


日
付
︶

土
木
研
究
所
寒

地
土
木
研
究
所
監
査
役
︵
北

海
道
局
付
︶
八
木
俊
樹

　
厚
生
労
働
省
は

労
働
者

の
安
全
衛
生
確
保
事
業
や


被
災
し
た
労
働
者
の
円
滑
な

社
会
復
帰
な
ど
を
支
援
す
る

事
業
に
つ
い
て

２
０
２
３

年
度
実
施
事
業
を
評
価
し



年
度
目
標
案
を
設
定
し

た

評
価
結
果
に
よ
る
と


都
道
府
県
労
働
局
な
ど
が
主

体
で
行
う
中
小
企
業
主
を
対

象
と
し
た
働
き
方
改
革
推
進

支
援
事
業
が
伸
び
悩
ん
で
い

る


　
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助

成
金
は

労
働
時
間
の
縮
減

や
年
次
有
給
休
暇
の
促
進
に

向
け
た
環
境
整
備
等
に
取
り

組
む
中
小
企
業
事
業
主
に
費

用
を
助
成
す
る
も
の


　
助
成
金
の
う
ち

建
設
業

に
お
け
る
生
産
性
の
向
上

や

時
間
外
労
働
の
削
減


週
休
２
日
制
の
推
進
を
支
援

す
る
業
種
別
課
題
対
応
コ


ス
︵
旧
・
適
用
猶
予
業
種
等

対
応
コ

ス
︶
で
は


年

度
の
助
成
金
支
給
決
定
件
数

が
目
標
数
値
を
大
幅
に
下
回

り

目
標
の

・
４
％
に
当

た
る
５
３
４
件
だ

た

勤

務
間
イ
ン
タ

バ
ル
導
入
コ


ス
の
支
給
件
数
も
１
９
２

件
と
目
標
の

・
１
％
に
と

ど
ま

た


　
厚
労
省
は

４
月
か
ら
建

設
業
な
ど
で
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え

引
き
続
き
同

助
成
金
の
周
知
を
図
る



年
度
の
目
標
数
は

業
種
別

課
題
対
応
コ

ス
が
２
７
５

４
件
以
上

勤
務
間
イ
ン
タ


バ
ル
導
入
コ

ス
が
９
２

３
件
以
上


　
ま
た

被
災
労
働
者
援
護

事
業
と
し
て

全
国
８
カ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
労
災
特

別
介
護
施
設
へ
の
入
居
率
の

向
上
を
目
指
す


年
度
目

標
は

％

入
居
対
象
と
な

る
労
災
重
度
被
災
労
働
者
の

数
が
地
域
ご
と
に
偏

て
い

る
こ
と
か
ら

定
員
の
見
直

し
を
行
う


　
こ
の
他

労
働
災
害
防
止

団
体
な
ど
に
よ
る
安
全
衛
生

事
業
を
補
助

年
度
に
は


復
旧
・
復
興
工
事
現
場
の
安

全
衛
生
巡
回
指
導

建
設
業

に
お
け
る
化
学
物
質
の
ば
く

露
防
止
手
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成

ト
ン
ネ
ル
建
設
労

働
者
健
康
管
理
一
元
管
理
シ

ス
テ
ム
の
運
営
を
行
う


　
日
本
ア
ス
フ

ル
ト
合
材

協
会
︵
日
合
協

今
泉
保
彦

会
長
︶
は
２
０
２
４
年
度
第

１
四
半
期
︵
４

６
月
︶
の

ア
ス
フ

ル
ト
合
材
の
製
造

数
量
報
告
︵
速
報
値
︶
を
発

表
し
た

第
１
四
半
期
に
会

員
各
社
が
製
造
し
た
ア
ス
フ


ル
ト
合
材
の
数
量
は

前

年
同
期
比
３
・
９
％
減
の
７

０
９
万
７
０
０
０

と
な

り
過
去
最
低
を
更
新
し
た


　
第
１
四
半
期
の
製
造
数
量

を
単
月
で
見
て
も

４
月
が

前
年
同
月
比
３
・
２
％
減
の

２
２
７
万
８
０
０
０


５

月
が
３
・
４
％
減
の
２
２
８

万
２
０
０
０


６
月
が
４

・
９
％
減
の
２
５
３
万
９
０

０
０

と
な
り


年
７
月

以
降

カ
月
連
続
で
前
年
同

月
を
下
回

て
い
る


　
第
１
四
半
期
の
地
区
別
の

製
造
数
量
は

能
登
半
島
地

震
の
復
旧
・
復
興
需
要
に
よ


て
北
陸
が
４
・
６
％
増


近
畿
が
前
年
同
期
と
同
じ
数

量
だ

た
が

残
る
８
地
区

で
減
少
し
た


　
プ
ラ
ン
ト
の
稼
働
率
は
平

均

・
３
％
と
な
り

前
年

度
通
期
の
稼
働
率
︵

・
８

％
︶
よ
り
１
・
５
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
た

地
区
別
の
稼
働

率
も

関
東

北
陸

中
部

を
除
く
７
地
区
で
平
均
を
下

回

た

稼
働
率
が
最
も
低

か

た
の
は
沖
縄
の

・
２

％


　
消
防
庁
が
公
表
し
た
熱
中

症
の
救
急
搬
送
状
況
の
速
報

値
に
よ
る
と

７
月
１

７

日
に
道
路
工
事
現
場
や
工

場

作
業
所
な
ど
で
発
症
し

て
救
急
搬
送
さ
れ
た
人
数
は

８
２
３
人
に
上

た

﹁
史

上
最
も
暑
い
夏
﹂
と
言
わ
れ

た
２
０
２
３
年
同
時
期
の
３

６
３
人
を
大
幅
に
上
回
る
人

数
だ

た

全
国
各
地
で


災
害
級

の
暑
さ
が
続
く

中

熱
中
症
へ
の
警
戒
が
必

要
だ

７
月
１

７
日
に
熱

中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
全

体
人
数
は
９
１
０
５
人

前

週
︵
６
月



日
︶
の
約

４
倍

前
年
同
期
の
約
２
・

３
倍
と
な
る


　
全
国
で
７
月
１
日
か
ら
厳

し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り


７
日
に
は
静
岡
市
で
全
国
初

の

度
台
を
記
録
す
る
な

ど

全
国
２
４
４
地
点
で
猛

暑
日
と
な

た


　
一
週
間
で
真
夏
日
と
猛
暑

日
を
記
録
し
た
地
点
数
の
平

均
値
を
見
る
と

真
夏
日
を

記
録
し
た
地
点
は
前
年
同
期

比
１
５
４
・
４
地
点
増
え


４
６
０
・
４
地
点
と
な

た


猛
暑
日
は


・
１
地
点
増

の

・
９
地
点
で

全
国
各

地
で
前
年
に
比
べ
て
気
温
が

高
く
な

て
い
る


　
厚
生
労
働
省
は

障
害
者

雇
用
分
科
会
を
開
き

ハ
ロ


ワ

ク
に
お
け
る
障
害
者

の
就
職
件
数
の
分
析
結
果
を

報
告
し
た

２
０
２
３
年
度

の
就
職
件
数
は

万
０
７
５

６
件
で

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の


年
度
実
績
を
７
・
４
％
上

回
る
結
果
と
な

た

こ
の

う
ち
建
設
業
は

前
年
度
比

３
・
７
％
増
の
２
８
５
５
件

と
就
職
件
数
は
増
加
た
だ


全
産
業
に
占
め
る
割
合
は
２

・
６
％
に
と
ど
ま

て
い

る

建
設
業
の
就
業
件
数
を

障
害
種
別
に
見
る
と

身
体

障
害
者
が
７
８
８
人

精
神

障
害
者
が
１
５
０
９
人

知

的
障
害
者
が
４
１
９
人

そ

の
他
が
１
３
９
人

精
神
障

害
者
の
雇
用
件
数
が
前
年
度

比
９
・
５
％
増
加
し
て
い
る

他

重
度
の
身
体
・
知
的
障

害
者
の
雇
用
件
数
も
増
加
し

て
い
る

一
方

障
害
者
専

用
求
人
数
は
減
少
し

８
３

３
件
減
の
３
６
１
７
件
だ


た


　
厚
労
省
は

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け

障
害
者
の
雇

用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

る

雇
用
す
べ
き
障
害
者
の

数
を
決
め
る
際
の
基
準
と
な

る

障
害
者
の
法
定
雇
用
率

を
引
き
上
げ


年
４
月
に

２
・
５
％
に
し
た


年
７

月
に
は
２
・
７
％
と
さ
ら
に

引
き
上
げ
る


　
合
わ
せ
て

障
害
者
の
就

業
が
一
般
的
に
難
し
い
建
設

業
な
ど
の
業
種
に
適
用
し
て

い
た
雇
用
除
外
率
を
引
き
下

げ
る


年
４
月
以
降

建

設
業
の
雇
用
除
外
率
を

％

か
ら

％
に
変
更
す
る

企

業
は
雇
用
す
べ
き
障
害
者
の

数
が
増
え
る
こ
と
に
な
る



